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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大気環境問題は都市部や工業地区に限らず､もはや地方においても

見逃すことのできない問題となっている｡行政は､有害大気汚染物質

の環境基準の閾値のない物質に対して､実質的に安全とみなされるリ

スクレベルに相当する値を設定することを決定した｡現在､環境庁や

JIS で定める大気汚染物質のサンプリング方法（吸収管やエアーサン

プラー）では､コスト面等の理由により同時に多点でのサンプリング

を行うことが難しい｡そこで、大気環境変化をいち早く察知するため､

多点での簡便な大気モニタリング法について研究を進めている。 

多点で容易にサンプリングが可能なモニタリング材として街路樹

（ツツジ）の葉に着目した｡街路樹の葉は､自動車ガスを気孔から葉の

内部に取り込んだり､表面に粒子状物質が吸着するなど自然界のエア

サンプラーといえる｡盛岡地区での毎月のモニタリングの結果、交通

量の多い幹線道路や交通渋滞の起こりやすい交差点近傍でのベンゾ

(a)ピレン（B(a)P）濃度が高くなることがわかった（Fig.1）。 

 

 

 

 

 

 

 

  

Fig. 1. Monthly variation of (a) B(a)P contents on leaves. 

 

また、ツツジが植栽されて 

いない地域においては、市販 

のミクロ繊維シートによる大 

気モニタリングが簡便かつ有 

効であることが、エアサンプ 

ラーとの比較より明らかとな 

った（Fig.2）。従来法との比 

較により相関性が見られ、相 

対的な大気環境の指標となる 

ことが示唆された。 

 

                        Fig. 2. Relationship between the data of

                        micro fiber sheet and the air sampler.
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